
口 覧 11月 クリーンデーのお知らせ
第 369 ロ 冷和 4年 10月 1日

自治会法人 東林間自治会
会  長 田村 久司
環境部長 斉藤 真也

11月のクリーンデーは6日 (第 1日曜日)午 前9:00から行いま
す。皆さまのご協力をよろしくお願いいたしますi。 (下膠3の劾筆ヒ中止となり童:L)

クリーンデL集合場所と担当地区
*」」美硝載堕重器也と畑 各

(珊 8‐4)

*かしわ公園

(1重点間を16)

*第4公園

Gミ林間4‐41)

*第 3公園
(東林間 3■ 3)

*松蔭公園
(東林間 1-5)

*第 2公園と水道路
(東林間 2-11)

*第 5公園
(東林間 3-17)

東1医 東7区、東8区、東9区、東10区 東11区 東 12‐1区

東 12‐2区、東13区、東141ス 東15区、東 16区 東17区

東18区、東19区 東20-1区 20-2区の方
鯉当役員 :初沢・本山・菌京・板割

東2区 東3区、東41ス 東5区、東6区の方

〔壁噺嘩摯鈴木・浅D

西 1区、西2区、西3区、西 4-1、 西4‐2区、西11区、西12区

西15R西 31区、南2区 南 3‐ 1、 3‐2、 3‐3区の方
G旦当役員 :絆野キ・宇者1休・岩杓

南1区 南7区 南8区 南9医 南10区 南11区 南12区
南13区 南14区、南15区 南16区 南17区の方

G旦当役員 :冨家 '木全。日暮・野内・佐藤・中D

西 5‐ 1、 5‐2区、西 6-1、 6‐2区、西 7区、西 9区、西 10区
南 4区、南 5区、南 6区の方   (担当役員 :林・斎藤・雨∋

西 18区、西 19区、西 20区、西 21区、西 28区、西 29区
西 30区の方   (担当役員 :松井昭・山杓

2513‐ 1、  18-2D二、 τ口'141区:、  2ヨ 161【、 予町17‐ 1、  17‐ 2、  17‐3区

北 1区、北 2区、北 3区、北 4区、北 5区、北 6区、北 7区

東 21区の方   (担当役員 :宮崎・陣榔・吉原・ノ」ヾ奏・_L利用

西 22区、西 23区、西 24:区、西 25-1、 25‐2区^、 西 26区
西 27区の方   (担当役員 :杉山・福田・萩原・痴 1辺・大内・松弗祠

*12月 のクリーンデーは11日 (第 2日 曜日)です。
この内容はホ咄へ

°―シ
゛
でもご覧いただけます。

西 8区

*三角公園

錬:林間50

*林間公園と緑道
(東林間 1‐ 22)
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自治会法人

会    長
文化体育部長

令和 4年 10月 1日

東林間自治会

田村
‐
久 司

林  義 嗣

東赤″′治癸 歩ゲ歩
:ゲハイキング

｀
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葬ンを・グ″めぐクコーメ ノ

申 み は 先 着 4 0名 様 で す
■募集期間 :10月 1日 ～20日

く 日 時 > 10月 30日 (日 )午前 8時 00分 集合 ・ 8時 30分 出発
<集合場所> 東林間児童館庭 (雨天中止・判断は午前 7時 :事務所問合せ)
<コ ース > 行程 約 10km(往 復)

児童館 → つきみ野駅 (К)→ 諏訪神社 → 下鶴間ふるさと館
→ 観音寺 → 児童館
☆お弁当 。お茶は戻った児童館にてお渡しします。 (お持ち帰り)

象 自治会会員

1人  200円 (当 日集金)
*お弁当、お茶、保険料込
子供 (5才～小学生 保護者同伴)無料、お弁当付

参 カロ 費

注 ) 歩きやすい靴を履いてきて下さい。
歩行中のおしゃべりは控えましょう。 (マスク着用)
事前の体調管理 (体温管理など)をお願いします。
当日は集合時に体温を測定します。
37.5度または各自の平熱より高い場合は参加をご遠慮下さい。
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申込先 :東林間自治会事務所事務局 電話・ FAX 742-8297

旦上全全員各位
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恒例の「歩け歩けハイキング」を下記のとおり実施します。
日曜日の開催ですので、ぜひ、お子さん 。お孫さんと一緒にご参加ください !

コロナに負けないよう適度な運動をしましょう !

皆様のご参加をお待ちしてお ります。
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令和 4年 10月 1日
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自治会法人 東林間自治会

「赤い羽根共同募金」は、

毎年皆さまから頂いた自治会

費からまとめて募金させて頂

いております。

ご協力ありがとうございます。

赤い羽根は一本ずつと取

りください。

0



共同募金2022 地 域 版
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神 奈 川 県 共 同 募 金 会
相  模  原  市  支  会
(社会福祉法人相模原市社会福祉協議会内)

相模原市中央区富士見6-1-20
あじさい会館内

電話 042-730-3888
Fax 042-759-438210月 1日 >3月 31日

10月 1日から共同募金が始まります。
今年も皆さまのご協力をお願いいたします。

昨年、皆さまからお寄せいただいた寄付金は下記のとおり配分され、

地域の社会福祉施設の整備や私たち相模原市民が取り組む地域福祉活動に活用されています。

温かいご支援ありがとうございました。

共同募金PR大使
野毛山動物園の

オグロワラビー
iオ′ヽナ」

43,719,958円
赤い羽根募金   29,782,852円   年末たすけあい募金 13,937,106円

● ●
赤い羽根募金のつかいみち

配分総額 29,782,852円
◎社会福祉施設の整備や福祉サービスの

実施のため
`こ

    (23,782,457円 )

市内の施設や団体ヘ 計 7件

・就労作業用備品や事業活動車両の購入など
。在宅福祉サービス実施団体への支援

県共同募金会を通 じて配分

・県内の社会福祉施設・団体ヘ

・災害準備金として積み立て

・事務費など

◎地区社会福祉協議会の活動や障がい者の

支援のために (市社会福祉協議会事業 )

(6,000,395円 )
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年末たすけあい募金のつかいみち

配分総額 13,937,106円
◎生活困窮者を支援する活動への助成

◎生活困窮者への食料品等の給付

◎子どもたちの居場所づくり等の活動を行う団体ヘ

の助成など

募金は、皆さまの任意です。
共同募金は、事前に社会福祉施設や市社会福祉協議会などの活

動に必要とする資金計画に基づき行う計画募金です。計画により、

目標額を定めていますが、強制ではありません。募金は、皆さまの任

意によるこ寄付としてこ協力をお願しヽしてい水す。

赤い羽根共同募金を応援しています

゛

相模原市社会福祉協議会 (市社協)とは
'

社会福祉法に基づき、全国の市町村に設置されてしヽる地域福祉

の推進を目的にした民間の福祉団体です。

市社協は、県共同募金会相模原市支会の事務局として、地区社

協、自治会、民生委員・児童委員、ボランティア団体、行政等の

協力を得て募金活動を行つています。

地区社会福祉協議会 (地区社協)とは
'

相模原市内22地区に組織され、自治会や民生委員・児童委員、
ボランティア等により構成する小地域の支えあい活動を推進す

る住民団体です。共同募金は、地区社協活動の貴重な財源にも

なつています。

く離|ゐa孵:蠍脱

ノジマ相模原ライズ SC相模原 ノジマステラ
神奈川相模原

Team UKY0

令和3年度にお寄せいただいた共同募金総額

・市内22地区社会福祉協議会への活動助成
・ふれあいデイホーム (在宅障がい者昼間一時

ケア事業)

三菱重工相模原
ダイナボアーズ



令和4年度共同募金運動の全国共通テーマは
『つながりをたやさない社会づくり」です。

県内統一版 地域の詳細は裏面にあります。

新型ウイルスによるパンデミックが長期化する中、人と人とが接する機会を制限されたこと

で、生活に困窮される方や居場所を失い孤立している方、生活や教育環境の変化を余儀なく

される子どもたち……多くの方々への支援が新たに求められています。

さらに、近年、国内では毎年記録的な大雨等により大規模災害が発生し、多くの方々が避

難生活を余儀なくされるなど、誰もが住み慣れた町で安心して暮らしていきたいという当たり

前の願いが、一層深まっています。

ことしの共同募金運動は、一昨年から「つながりをたやさない社会づくり」を全国共通テー

マに掲げて、緊急的な対応が求められているパンデミック下での支援事業や災害支援事業と

ともに、引き続き、神奈川県内の地域福祉活動を推進してまいります。

&Nojina skb KanlqaE eFmh6E

共同募金は、民間が行う寄付金

募集として、毎年、厚生労働大臣の

告示により実施する
｀
たすけあい、

の運動です。

昭和 22年、戦後復興の一助とな
ることを目的として始まつた共同募金は、

現在では、皆さまがお住まいの地域の

中でさまざまな福祉活動に役立てら

れています。

皆さまの善意を適正に取り扱う

ために、募金の使いみちなどが「社

会福祉法」で定められています。
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募金なのに、
どうして目標額が
あるの?

地域福祉を進めるために、

活動資金をあらかじめ把握

して、計画的に募金を行う

ことが「社会福祉法」で定

められています。

募金は任意ですが、地域

福祉を資金面で支えていくた

めにご協力をお願いします。

募金の7割は、あなたの町
の高齢者や障がい者の家事援

助や配食・会食サービス、子育

て支援などの草の根的ボランテ

ア活動などに役立てられています。

募金の3割は、児童養護施設の

遊具や障がい者施設の福祉車両の

共同募金つて何に

使われるの?
募金・広報資材作成費
および本会事業費
8,396万円

コロナ禍に
おける
緊急支援事
業および災
害対応事業
1,000万円

市区町村ことの

共同募金会事業責
5,845万円

児童・高齢者・障がい

児者等の民間社会福
祉施設ヘ

2億 2,350万円

姜疎 金 キ風葉金

整備などへの支援をはじめ、コロナ禍で ■日|■
■■■ ■■■

の緊急支援活動や国内大規模災害時の  1日 11:
災害ボランティア活動に役立てられてい 」   lL
ます。               σ  _

各種社会福祉
団体ヘ

6,760万円

在宅福祉サー
ビス団体ヘ

3.500,万 円

年末たすけあい

援護活動
3億7,780万円

市区町村社会福祉
協議会ヘ

3億 769万 円

J b
税制の特典があります!                           畢橋参
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◎個人の場合は…所得税・住民税は2.000円 を超える金額が寄付金控除の対象となります。          3,600万 円
※故人の遺産を寄付される場合は、租税特別措鷹法第 70条により「相続税」が非課税となる優遇措置があります。
◎法人の場合は…「全額損金」扱いとなります。 (詳しくは、本会までお問い合わせください)

●共同募金の使途は、「はねっと」で公開しています。 https://www akaihane orip/ha nett
O社会福祉法人神奈川県共同募金会では、「個人情報の保護に関する法律」(平成 15年 5月 30日・法律第57号)に基づき、
個人情報を適正に取り扱います。●寄付のこ相談・こ熙会は、社会福祉法人神奈川県共同募金会までこ連絡ください。
〒22]‐0825横浜市神奈川区反町3丁目17番 2神奈川県社会福祉センター 6階 電話 045-3]2-6339 12億円」

「
令和4年度の目標額は

じぶんの町を良くするしくみ。

イラスト/井上リエ
≠

赤い羽根共同募金にご協力をお願いします :
〔募集期間〕10月 1日～3月 31日 (※〕

※新型コロナウイルス感染症の社会的な影響を踏 まえて、例年の募金期間である 10月 1日 から

12月 31日 までの 3カ月間に加えて、翌年 3月末 までの6カ月間を募金期 間として実施 いたします。

令碑 年10月

赤い羽根共同募金

共同募金つてなに?

_二★
観隣

嘔

′

h、

′ 令和4年度
寄付金配分計画額
12億円
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所の一時変更のお知ら

〔期間〕全廻型里」匹狙L旦壺盪
=全
和5年3月20日〔日〕

各

、.ヽ

●地震発生時

※東林小学校、上鶴間小学校、鶴の台小学校は、大雨、台風などの際|こ避

難する風水害時避難場所には指定されていませんので、風水害時避難場所

の変更はありません。

【お間含せ先】南区役所地1或振興課
°
電話 042-749-2135
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お願いいたします
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東林小学校、上鶴間小学校、鶴の台小学校の改修工事(屋
内運動場バリアフリー化等)に伴い、体育館が使用出来な
<なるため、避難所が次の期間に限り変更となります。

※3月 21日 (火)からは東林小学校、上鶴間小学校、鶴の台小学校への避難となります。

〔一時代替となる施設〕
・■
´

“
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一時避難場所ごとの指定避難所

避難所
一時避難場所

通常 一部変更後

相模台

小学校

新町中

学校

/

①林間第二公園、②鶴の合小学校、③林

間公園、例 蔭公園、鍼 第二公園、

③東林間コ=ポラス敷地困 ◎ゝ林間第

四公園

鶴の台

小学校

東林小

学校

⑥松が枝公園、⑦林間第三公園、③東林

間コーポラス敷地内、⑨林間第四公園、

⑩三角公園、①翠ヶ丘公園、⑫東林小学

校、⑬東林公民館、⑭東海大学付属相模

高校、⑮ハイム相南4号棟北側広場、⑩

相南ふれあい広場、○さくら児童遊園

くぬぎ

台小学

校

⑤東林問いぶき公園、⑩4丁目ふれあ

いの森、⑩東林間児童館、④東林間テニ

スクラブ、④くぬぎ台小学校、④東林間

公園、⑮林間自笹公園、④松蔭公園、④

東林間駅前公園、①東林間さくら公園

⑤東林間いぶき公園、Ω表埜公墨塵L⑩

4丁目ふれあいの森、⑩東林間児童館、

④東林間テニスクラブ、④<ぬぎ台小

学校、④東林間公園、⑮林間白笹公園、

④松蔭公園、④東林間駅前公園、①東林

間さ<ら公園

②林間白笹公園、④上鶴間小学校

④上鶴間遊園地、⑩東林間ふれあい広

場、①上鶴間中学校

⑩三角公園、〇翠ヶ丘公園、⑫東林小学

白 上 ′ヽ

④上鶴間遊園地、⑩東林間ふれあい広

場、①上鶴間中学校

東林中

学校

⑩自治会法人南自治会館、⑫東林みな

み公園、①東林ふれあいの森、⑭東林中

学校、①相模カンツリー倶楽部

`

◎壁」整塗旦

①林間第二公園、②鶴の台小学校、③林

間公園、④松蔭公園

上鶴間

小学校

上鶴間

中学校

⑭重]昼二生豊」」:』麗塵L墜直撞 _ゝ⑩lさI`_△担_

車∠L呈控」墜塑重塑iゝ二重塵菫垂憂Lttl奎立主△

盪三⑪杢≦二塾堅塾基園二⑩自治会法人南

自治会館、⑫東林みなみ公園、①東林ふ

れあいの森、⑭東林中学校、⑩相模カン

ツリー倶楽部
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指予日令和 4年 10月 1日
発 行 東林地区自治会連合会
(毎月 1日 発行、1月 は15日 発行 )

内容の問い合わせは.各記事に記載の
問い合わせ先ヘ

対象となる小学校の体育館改修工事 (屋内運動場バリア

フリー化等)に伴い、避難所が一時期間利用できな<なり

ますので、ご注意<ださい !

〔期間〕金璽菫整
=l豊
量菫旦盤 上

=盤
」□LttEttL2堕口幽 LttL主

※令和5年 3月 21日 (火)からは通常どおりの指定避難所への避難とな
ります。

〔対象となる避難所〕

・東林小学校、上鶴間小学校、鶴の台小学校
醸

で 、 酸 9/`′、ン .ヘ

〔一時代替となる施設〕

●地震発生時

お願いいたします。

●大雨、台風などの風水害時

※これまでと変わりありません。

タ

小学棟1上鶴間小学校・鶴の台小学校

雨の一時変更のお知ら世

【お問合せ先】南区役所地域振興課 電話 042-749-2135
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一時避難場所

(地震による災害時に一時的

に身を守る場所)

避難所 (災害により生活できなくなつた場合に行く施設)

(変更前) (変更後)

松が枝公園 東林小学校 相模台小学校

林間第二公園

鶴の台小学校

林間公園

松蔭公園

鶴の台小学校 新町中学校

林間第二公園

東林間コーポラス敷地内

林間第四公園

東林小学校

東林公民館 くぬぎ台小学校

三角公園

翠ヶ丘公園

東林小学校

東林小学校 上鶴間中学校

林間白笹公園

上鶴間小学校
上鶴間小学校 上鶴間中学校

東海大学付属相模高校

ハイム相南4号棟北側広場

相南′S、れあい広場

さくら児童遊園

東林中学校

一時代替となる施設

※ここにない一時避難場所の方はこれまでと変わりありません。

ど

新町中学校

東林小学校

東林小学校



東林公民館からのお知らせ

軟式野球大会

令和4年 11月 12日 (上 )。 11月 13日 (日 )
深堀中央公園スポーツ広場

東林地区で活動しているチーム

(メ ンバーの 1/3以上が館区内に在住 。在勤のこと)
高校や大学の野球部に属していない場合のみ、学生も参加可

10チーム (定数を超えた場合は抽選となります)
抽選の場合、 10月 28日 (金)以降に連絡いたします。
3,○○○円 (1チーム) ※代表者会議の時に徴収します。
10月 12日 (水)～27日 (木)公民館窓□及び電話で受付

(C,)

東林地区車′R式野球大会「代表者会議」

日 時  1」 月 6日 (日 )午後 5時 30分～
会 場 東林公民館 大会議室

代表者会議に出席しない

チームは出場できません

出場チーム募集

f
|

ハ

定 数

日

場

象

催開

会

対

*各事業は新型コロすウイルス感染症拡大防止対策をとつての実施となります。

状況により、やむを得ず急に中止となる場合があります。

事業実施中の写真は公民館の館報及びホームページに掲載することがあります。

☆☆☆ 「ごみ。資源集積場所」をきれいに保ちましよう ☆☆☆

日頃からお住まいの地域を美しく保つための活動を行つていただいておりますが、今一度、確認してみましょう :

ごみ・資源の回収後、集積場所のネットなどが散乱していませんかつ地域の景観を損なうだけでなく、ネットに

引っかかつて思わぬ事故につながることも。今一度、ご確認を !           相模原市自治会連合会

タ

*一般的なパドミントンと異なリラケットのシャフトが短く、シャトルもス

ポンジボールにバドミントンの羽をつけたものです。

*個人参加も大文夫です。ラケット・ シャトルは用意しています。

:令和4年 11月 5日 (土)午前 9時 30分～ 11時 30分
:<ぬぎ台小学校体育館
:館区内在住 。在勤 。在学の方

無料  定 員 :30名 (定員を超えた場合は抽選となります)
体育館シューズ、飲み物、タオル

: 令和4年 10月 12日 (水)～ 10月 29日 (土 )

*公民館窓□および電話で受付。(当日受付不可)

シャトル

`卜′
ヽ

開 催 日

会  場
対  象
参 加 費

持 ち 物

申 込 み
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参加費

申込み
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東林公民館からのあ知らせ

O

:案林少年野球教室
場

象

員

容

導

会

対

定

内

指

開催日 令和4年 11月 27日 (日) 午前 9時～正午

深堀中央公園スポーツ広場

東林公民館区内在住の小学4年生～6年生

50名 (定員を超えた場合は抽選となります)

基礎技術の実技指導

明)台大学硬式野球部選手

無料

グローブ、飲み物 ※運動しやすい服装と靴で
10月 19日 (水)～ 11月 9日 (水)

公民館窓□および電話で受付

参加費

持ち物

申込み

＝^
）ヽ
′

０

″
平

支

開 催 日 :令和4年

会  場

対  象

定  員

材 料 費

持 ち 物

講  師

申 込 み

●
Ｉ

■
Ｉ

■

日

■
Ｉ

■
■

■

〓

日

日

日

，

８

５

，

１

２

月

日

月

(金)各国
(1畠め 午織

'時

30分～午後3時 30分

(1金 )
:東林公民館 工作室
:館区内在住・在勤 。在学の方

:16名 (定員を超えた場合は抽選となります)

:500円  ※当日集金いたします

:10月 12日 (水)～ 10月 29日 (土)《公民館窓□および電話で受付》

※参加の確定は 11月 2日 (水)以降に連絡します。

来年の干支は

ウサギ !!

^

′′

令 和

4年度

:彫刻刀、ポールベン、小皿、使い古しの歯プラシ、

:野浦 正幸氏 (民間地域専門者)
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東林公 力lらのお彙]らせ

料 理 講 座
′´―ヽ

4‐ ヽ輻 ■■|■‐lti鰺
鰺 鞭 蔚
繭・ ‐

密●●.= ・

開催日

定 員

材料費

持ち物

講 師

申込み

令和 4年 1 1月 29日 (火) 
各国 午前9時 30分～午後1時 30分

12月  1日 (本 )
東林公民館 料理実習室場

象

会

対 館区内在勤・ 在住・在学の 18歳以上の方

各回 16名 (定員を超えた場合は抽選となります)

300円  ※当日集金いたします

筆記用具、マスク、エプロン、三角巾

食生活改善推進団体 東林地区わかな会

10月 12日 (水)～ 11月 8日 (火)《公民館窓□および電話で受付》
※参加の確定は11月 10日 (木)以降に連絡します。
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展示 。発表の部
※参加希望団体は第 1回文化祭実行委員会に11,ずご参加ください

日時 :「 F月 ,2日 (土)午 後2時から  東林公民館 ホー′ι,。 2

募集期間 :令和 4年10月 1日 (土)～ 10月 30日 (日 )
公民館窓□で申込み用紙を配布します。

摯

`

文 化 祭

問合せ先 東林公民館 8042-744-0087*月 曜日と祝日の翌日を除く、9:00～ 17:00
(正午～13:00を除く)
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※ 時間は予定です
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年 ふくしまつりで開催∧
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バザー品のご提供のお願い
おもちゃ、福祉品 (ベビーカー、杖 など)、 こども衣料、日用品 など

*ご提供品の売り上げは、東林地区の福祉活動に役立たせていただきます。

●日 時 :11月 1日 (火 )・ 2日 (水)03日 (木・祝)
午前 10:OO～ 午後4:OO

●受付場所:東林公民館 1階 不□室 |こて
*以下に類する提供品はお受け致しかねますので、ご理解とご協力をお願いします。

糞
食品類・刃物類・ ゴルフクラブ 。額縁・破損/シミ/汚れのあるもの。大型家具・

大型家電・動作確認のできない家電 。成人衣料・使用済み食器
洗濯/クリーニングのされていない ことも衣料

※東林 区 の 祉バザーでは、提供品の訪問収集はおこなっており_ません。

ノ ヽ
=⊃
回回

東林地区社会福祉協議会(東林まちづ<リセンター内)

8705-3315 Fax744-5194(平 日9:00～ 17:00)
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第35回東林ふ<しまつり&福祉バザー
開 催 日 :11月 5日 (上)9時 40分～ (9時30分より整理券配布)

開催場所 :東林公民館   ※福祉バザーは10時からです。

※新型コロすウイルス感染拡大の状況により中止となる場合があります。
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東 林
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※新型コロ十ウイ′Lス馨纂症の影響て中止こなる場合があ略教現
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今年はミニ版で

開催するよ。
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会員団体による体験や活動紹介コー十一

車いすの操作や乗り心地の体験コーナー

1日に摂りたい野菜の目安量「350g」 ってどのくらい?
地域包括支援センターによる、介護、健康、福祉の相談コーナー。
ちよつとしたお困りごとなど相談できます lお気軽にどうぞ。

東林地区社会福祉協議会の会員による各団体活動 PRコーナー

(健康づくり普及員協議会、くぬぎこども食堂、無料蟄ひばり学校(予詢

○車いす体験
○おやさい350
0相談コーナー

鷹時朧饉 r

儡鍼財饒響
闘″ニ

口十感染拡大対策にご協力ください
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O活動 PRコーナー

ヽ日ν

マスクを用 咳エチケツト  手■い  密接回避

11｀ .

東 林 ふ く し ま つ り 実行委員会

問合せ :東林地区社会福祉協議会 (東林まちづくリセンター内 )

0705-3315 Fax744…5194(平 日 9:00～ 17:00)
.     ,
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II月 5日 (土 ) 東林公民館 :階 ホー′L冒
午前 10時～14時販売終了

※バザー金盪全入場宣る医墜」と二整理豊i」幽:≡二塗壁菫i
×2L」塾堕』塁⊇E2■1逓コi」」三玉」昼

=≦
二∠壺2H会場L△場重三二二重塁塁塑塵L

整理券配布 :午前 9時 30分～なくな‖次第終了
10時台の入場(整理券①～③)90枚
II時台の入場(整理券④～⑥)90枚
12時台の入場(整理券①～⑨)90枚
13時台の入場(整理券⑩～⑫)90枚 合計 360枚
※お買い物の時 Iき 20分間です。

配市場所 :東林公民館 第 1駐車場奥で配布
希望する入場時間帯の配布列にお並びください。
※近隣の迷惑になるので、駐車場解錠前に行列を作るここ勝
ご遠慮ください。

※車でのご来場Iきできません。徒歩・自転車であ越しください。
※新型コロ十ウイ′Lス感染症の影響で中止こなる場合があ‖春す。

※東林地区の福祉バザーで:き、提供品の請問収集はおこなってお‖きせん。

同時間催 J

東林
とし1天
「

′

ヽ
ヽ

V

東林ふくしまつり実行委員会

東林地区社会福祉協議会 (東林まちづくリセンター内)
8042-705-3315(平 日9100～ 17:00)
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New 高齢者運転認知機能検査を体験できます !

75歳以上の方が運転免許更新の際に受ける運転認知機能検査を体験できる機会を設けました I

開催日時 :令和4年 11月 4日 (金) 午後 1時30 から午後4時まで
会  場 :南区合同庁舎3階講堂 (相模原市南区相模大野5-31-1)
実施内容 :①運転ヘルスチェック (運転認匁機能検査体験)

②安全運転サポート車の乗車体験

③交通安全講話

④特殊護欺防止に係る講話

無量

南区内在住または南区内在動の概ね65歳以上の方先着202
南区安全・安心まちづくり推進協議会

75歳以上の高齢者が運転免許更新時に受ける認知機能検査や

高齢者講習の代わ りになるものではありません。

お問合せ ,042-749-2135(事 務局 :南区役所地域振興課)

費

象

催

■
Ｈ

ヽ
だ参

対

主

募集期間 :10月 5日 (水 )～ 10月 30日 (日 )

申し込み 1042-770-7777

(相模原市コールセンター)

無事故 無違反のあなたに !!!

優 良 運 転 者 の 表 彰

*

当協会では、例年のとおり本人の申告にもとづいて優良運転者の表彰を行います。
<申込締切 令和4年 10月末日>

表彰の種類
1 5年以上協会長表彰・・・  はじめて表彰を希望する方で、 5年以上の運転経験

があり、過去 5年間以上無事故・無違反の人が対象と
なります。

2 10年 以上連名表彰・・・ 5年以上協会長表彰を受けた人で、通算 10年以上の
運転経験があり、過去 5年間以上無事故・無違反の人
が対象となります。

(15年  20年 表彰は随時受 け付 けてお ります。 )
申告 で き る 人 は 、
当 協 会 の 会 員 で あ
自動 車 を運 転 して い

過去 5年 間の無事故・無違反 の証 明 (有 料 )が 提出できる人。
詳 しくは、協会の支部 または事務局までお問い合 わせ下 さい。

相模原南交通安全協会 相模原市南区古淵 6丁 目29番 3号

電話 (042)746-9255

*

る 人 。

る 人 (ぺ 一ヽ パ ー ド ラ イ バ ー は 除 き ま す )。
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楽しめる学びこ催しに関するアンケート
～公民館を知らない・利用したことのないあなたにも

ぜひ答えてほしい !～

皆さんが「知りたい !学びたい !」 と思う催しの内容や、「参加しやすい !」 と日う催

しの開催方法などについて、ご意見を間かせて<ださい。

いただいたご意見は、皆さんが「これから学習したい」と日うきつかけや学びの選択

肢を充実させるため、社会教育委員会議が行う研究に活用させていただきます。

▲ 市ホームページは
こちらから

【問合せ】 相模原市生涯学習課 な042-769-8286

『健康講座』 ～加齢と老化の違い～

楽しく学んで健康寿命を !

▽加齢は待ったなし、老化は遅らせることができる。その秘薬は ノ

講 師 :牛山元美 医師 (さがみ生協病院内科部長 )
<会 場>  東林公民館 lFホール1・ 2
<日 時>  令和4年 11月 15日 (火)午前10時～12時 (受付9時40分～)
<対 象>  健康長寿を目指す方ならどなたでも ※参加費 :無料
<募集人数>先着30名まで
<申し込み>10月 11日 (火)～ 11月 10日 (木 )まで
南保健センター ●042(701)7708平 日午前8時30分～午後5時

▼当日体温が日常より1度以上高い時、体調がよくない時はお休みください。マスク着用です。

【主催】東林地区健康づくり普及員協議会

′

`

◆回笞期間・方法 :令和4年 10月 23日 (日 )までに、
市ホームページから回答して<ださい。



ヨ 第3回 健 康 青座 開催のお知らせロ )魚 n
定期的に開催している健康講座ですが今回は東林地域にある薬局の薬剤師や認知症について専門資格を持つ

東芝林間病院の看護師の方々を講師にお招きし、「もの忘れ」をテーマに健康講座を開催いたします。年を重ね

ると、「なかなか物や有名人の名前がすぐに出てこなかつたりする経験、ありませんか」、

多くの場合は加齢に伴うものですが、病気が原因になつていることもあります。

講座終了後にはもの忘れやお薬について個人的に相談できるコーナーもあります。
ぜひご参加ください。

日時 令和 4年 10月 25日 (火 )午後 2時 ～ 4時

会場 東林公民館 1階 ホール 定員 50名 (先着順)

(相南1-10-10)

対象 東林間、上鶴間、相南、松が枝地区にお住いの方

《‐電∫
蟷躙 i~

κ嘉ヽ
F=ノ

持ち物 と墓」E:2ビ2亘豊」生の墨登左墜と茎王」帳
〈お申し込み 。お問い合わせ〉

東林第1地域包括支援センター

日
' 042(740)7708
平日午前9時～午後 5時まで

り
）

・

参加して下さつた方にはお得な情報も…

座ったままでもできる

簡単な運動や頭の体操を

行います。

1鬱 8 燎
お申し込み 。お問い合わせ
※当日.会場にてお■ t込みください.
事前中込ではどざいません。

′7

その『もの忘れ』気になりませんか?

コロす惑染状況により変更や中止の場合もございます

[対  象 ]と なたでも
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[参加費]無料 [定 員〕20名 饒 着順)[申 込 ]当 日会場
`と

て受付

[持ち物 ]動 きやすい服装 [会 場 ]東林ふれあいセンター 1階 ふれあい交流室

相模原市立東林ふれるいセンター 〒252-0311相棋原市南区東林間 1-22-17

1T E L1 042-745‐ 7660 1FAX1 042‐ 745‐ 7661



、 新♯
懲

´

…■●‐. ●II′

ftEo / |■目
“

日■
"

この事業は相模原市の委託を受けて実施しています

(受付開始 9時 30分)

東林第 2地区にお住まいの 65歳以上の方で医師から運動制限の指示のない方
定員(25名 )を超えた場合は、抽選となります。抽選結果は、発送でお知らせいたします。
地区外にお住まいの方もお申込みいただけますが、抽選時は、東林第2地区の方を優先させて
いただきます

お電話またはご来所 |こて 10月 31日までにお申込み<ださい
※ 天候や新型コロすウイルス感染症の記響等により中止となる場合があります

お申込み。お問い合わせ

ρ 懐メロに合わせ、椅子に座って行うリズム体操です 目
ツ  初めての方も、安だしてご参加いただけます  JJ

今和 4年 11月 18日 (金)午 前 10時 00分 ～11時 30分

ｍ
Ｏ
ｍ
ｍ
　
一田”一東林第 2地域包括支援センター
(担当地l或 :東林間6～ 8丁目、相南、松が枝町)

相模原市南区相南1-7-17

π8042‐ 705‐ 8278
予約受付 平日 午前 9時～午後 5時

，

月

・
″

一
κ

切
任
め
３
・締
伽

ウォーキングDEお絵力1き参加者募集I
東林公民館に集まり、

モデルコースマップに沿って

健康づくり普及員と共に

ウォーキング (約 4キロ)
します。

アプリの地図上に絵が

描かれていることを

体験しませんか。
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筆:‐
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時 11月 8日 (火)午後 2時～4時30分
場 東林公民館とその周辺

員 20名 (申込順)

スマートフォンをかばんに

象 者 市内在住の60歳以上で、運動に支障がなく、スマートフォンを利用できる人
込期間 ¬0月 5日 (水 )～¬0月 21日 (金 )

申込み・問合せ先 相模原市 健康増進課 ■L:042(769)827

●

日

会

定

対

申

■
.ヽ   いれて、お絵かきスタート♪  _。
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東林公民館 1階 多目的ホール

チェアエクササイズ インストラクター 新丼 恵 先生

目腱K

参加費
無料

定員|
25名
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●.シルバー人材センター □回護譴ヨD講座料金:8,000円 (2.5時間×4回 )

鯖夢翻
11月・12月 受講生募集
・初心者歓迎します。
・最低開講人員 2名

講座内容の脱明

◆講座時間

・午前 : 9:30～ 12100
・午後 :1:30～ 4:00

◆会場、ご予約、お問い合わせ
シルバー人材センター南事務所
8042-745-2158

申し込み締切日

希望講座月の前月20日まで
受付 :月 ～金曜日(祝日を除く)
午前9時～午後5時

令和4年 11月 関講予定曰 時間

28(月 ) 2(金〉 9〈金) 16(金 ) 23〈金) 午前

24く木) 7く水) 14(水〉21(水 ) 28〈水) 午後

ワード実用
2(水〉 s i'j)l 16 Lr() 23(水 ) 午 前

2(金 )

1(木 )

7(月 〉 14 (E)l 21 rE) 28(月 )

□ 固調ヨ■講座料金:4,000円 (2.5時間×2回 )
ワード入門 I
(文章作成)

4〈金) 11(金 ) 午前

5(月 ) 12(月 ) 午後

ワート入1l Π
(表と画像)

18(金 ) , 25(金 ) 午前

19(月 ) 26 (月 ) 午後

エクセル入円 1
(データ入力)

7(水 ) 14(水 ) 午前
4(金 ) 11  (`ti) 午後

エクセル入門肛
(テータ活用)

21〈水) 28〈水) 午前
18(金 ) 25 (金 ) 午後

パワーボイント
入門

19 (月 ) 26 〈月) 午前
0(水 ) 16(水 ) 午後

スマホ入円 I
(基本と写真 )

8(央 ) 15 〈火) 午前

1(本 ) 8〈木) 午後
スマホ入円 I
に 本と写真 )

午前

8(火 ) 15 く火) 0(央 ) 13(火 ) 午後
スマホ入円運
(地●やLino等 )

22(火 ) 29(火 ) 午前

15(本 ) 22〈木) 午後

スマホ入門Π
〈地國
'OLin。
等)

i Phono

年前

22 (火 ) 29(央 ) 20(火 ) 27(央 ) 午後

・スマホ入門講座は定員6名です、また「らくらくスマホ」などは対象外です。

セレ
て:d蔦
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一 CEREヽ10RE ALITY一

一自治会員専用割引 (」 ichi Pass)に新たな協力店舗が加わりましたI:―
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■
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セレモアのエンディング
『私の記録ノート」と
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人の心 Fl本文化を守る
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令和4年 12月関講予定曰
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こざいます。



当日受付

健康太極拳
初めての方でも大文夫 !

気軽に大極拳を楽 tみながら、体を動かヽまlょ う。

毎月 第 2・ 4金曜日
13:30へ′15:00

※ 1'告なく、開催自時を変更する場合がどざいます。予めど了承ください。   ´́ ´

[対  象]おおむね65歳以上 :参加費]各 500円  [定 員120名 (先着順)[講  師〕三浦 ききえ
[持ち物]動きやすい服装 [会 場]東林ふれあいセンター 2階 多目的室

お申し込み 。お問い合わせ
※当日会場lζてお申 込ヽみください.

'前
中,1ではどざいません。

相模原市立東林ふれるいセンター 〒252‐ 0311相模原市南区東林間 1‐ 22‐ 17
[TEL〕 042‐ 745-7660 1F,ヽ X]042‐ 745‐ 7661

大切なお金を守場たい
減らない振り込め詐欺・・・

何度も何度も、知識を入れることで

気をつける気持ちを忘れずにいましょう。

自分のため、家族のため、
大切な人のため、
もう一度、意識する機会に
この講習会をぜひお役立てください。

回
翁
'臓

:礁年 1,議燿倉1職 (金)1,4109～t辱 :30
講師 :相模原市防犯交通安全指導員

場所 :東林公民館ホール

対象 :東林地区在住者

定員 :50名 (申 し込み制)

申

込

先

k

爾

●

(7/24現在)

特殊詐欺 21件
1約8600万円

霧築 攣`

ヽ ′

:,肇 || ‐

ココ
Fヨ

|

人

′ら凛ヽ

アヽガ巳
吾圭主
百再

南区安全・安心まちづくり推進協議会東林支部

(東林まちづくリセンター内)担当:宮田・斎藤
TEL 042-744-5187
FAX 042-744-5194
lVlait tourin― jichiren@outtook.jp

Oθ



東林地 区まちづ くりを考 える懇談会の傍聴のお知 らせ

目  的

問合せ先

まちづくり会議の委員と市が意見交換や情報共有をしながら、地域の特性

や地域資源を生かしたまちづくりを協働して考える場を設け、住みよいまち

づくりを推進するために開催します。

令和4年 11月 10日 (木)午後 6時から

東林公民館多目的ホール

東林地区まちづくり会議、相模原市

傍聴者の人数 10名程度

※ 傍聴を希望される方は、当日午後 5時 50分までに東林公民館多目

的ホール前までお越しください。

※ 希望者が多数の際は、抽選を行う場合があります。

東林まちづくリセンター (電話 :744-5187 FAX:744-5194)

15,000円以上消費した市民に3,900円キヤッシユバック :

今年もお買い物は市内のお店で !

餞 :縁謀壼*3>*a- キヤンペーン参加店舗等で、期間中に合計 15,000円 以
上 (複数店舗等の合算も可)の購入等をした市民を対象
に 3,900円 をキャッシュバック (還元)する「サンキュ
ーキャンペーン」を実施します (申請が必要です。)。

実施期間 令和 4年 10月 1日 (土 )か ら11月 30日 (水)まで

キヤンペーン参加店舗等で、期間中に合計 15,000円 以上 (複数店舗等の合算も可)の購入

等をした相模原市民 (令和 4年 10月 1日現在、市に住民登録がある人)

対 象 者

★パンフレット兼申請書は、参加店舗や各まちづくリセンター、公民館で配布しています。

★参加店舗等や対象商品、申請方法等すぐに知りたい方はこちらから。

インターネット等で「さがみはら サンキューキヤンペーン」と検索
右記の二次元バーコー ドから検索

【問合せ】新型コロナ暮らし・経済支援ダイヤル 8042‐ 851-3193
※受付時間 :8時 30分から 17時 00分まで (上、日、祝日を除く) ▲市特設ウェブサイ ト

〔再lG肝
0/

日  時

場  所

実施団体

傍 聴 等

ロ 回

回

市内 22地区の地域情報紙電子ブック閲覧サービス実施中
パソコン、タプレット、スマホでご覧になれます。

hf+p://WWW,SOin.Or.,P/kairanban
さがみはらかいらんばん



盪けるで威災嶽!顆
令和4年 11月 13日午前8時 30分に、市内で最大震度6

強が観測され甚大な被害が生じた事を想定して、東林地区防災

訓練を実施します。

当日の訓練

01分間行動訓練、 10分間行動訓練 =、

大地震発生後の 10分間までに行動することを各ご家庭
で取り組んで<ださい。

フ 回 所への集合はありません。※
△

の訓練では、避

主催 :東林地区連合自主防災隊 (東林地区自治会連合会)

避難所運営協議会 (東林地区内5協議会)

現地対策班 (東林まちづくリセンター)

お問合せ :東林まちづ<リセンター 丁el:744-5187 Fa× :744-5194

「 1分間行動」_

「 」○分間行動」とはつ

大地震の際に、市民の皆さんが「あわてず、落ち着いて」行

動するための標準的な行動パターンです。

相模原市から各家庭に配布された「防災ガイドブック」 |こ

も掲載されています。

10分間行動 (発災から10分まで)
。まずは自分の身を守ることが最優先。

・揺れが収まったら、人の始末をする。

・ドアや窓を開けて逃げ道を確保する。

。家族の安全を確認する。

・火災が発生していたら初期消火を行う。

・ガラスの破片が飛散している場合、足を

守るためにスリッパや靴を履 <。

・家屋倒壊などのおそれがある場合は、非

常用持ち出し品を持って一時避難場所

に避難する。(金回の出1盤【は、場匪の確

認の って<だ い ^)

0ミ

1分間行動 (発災から1分まで)

●



(1) 東 林 ふ く し 令和 4年 10月 発行

第64号

人 口 42,238人
世帯数 21,761世帯
(令和 4年 8月 1日現在)

【発 行】
東 林 地 区 社 会 福 祉 協 議 会
相模原市南区相南]丁 目10番 10号

●  (042)705-3315
FAX(042)744-5194
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爵彙、 |ヽヽQ

β Ω鶴
ホームページアドレス http′ /www sagamharashishakyo orip/chikushakyo/tourin/index html

地
域
づ
く
り
部
会
に
よ
る

初
の
試
み
商
店
街
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

◎
新
事
業

は
野
菜

の
即
売

東
林
第
１
地
区
ケ
ア
会
議
が
主
催
す

る
地
域
づ
く
り
部
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
こ
も
り
が
ち
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
高

齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
薬
局
・

医
療

・
介
護
に
関
す
る
様
ざ
ま
な
情
報

を
発
信
し
、
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん

で
、
商
店
街
と
連
携
し
て
野
菜
の
即
売

会
を
開
催
し
ま
し
た
＝
写
真
。

記
録
的
短
期
間
の
梅
雨
明
け
と
な
っ

た
６
月
２５
日
、
東
林
第
―
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
前
を
会
場
に
行
わ
れ
た
即

売
会
で
は
、
朝
採
れ
新
鮮
野
菜
が
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
、
大
勢
の
人
た
ち
が
野

菜
を
両
手
に
満
足
顔
。
野
菜
は
市
内
の

農
家
か
ら
直
接
買
い
入
れ
た
も
の
で
、

仲
買
は
東
林
間
商
店
街
振
興
組
合
の
大

石
方
哉
理
事
長
。

一バ
ザ
ー
の
情
報
が
入
っ
た
の
で
娘
と

一
緒
に
来
ま
し
た
」
は
東
林
間
７
丁
目

に
お
住
い
の
Ａ
さ
ん
親
子
。
こ
の
企
画

は
素
晴
ら
し
い
、
新
鮮
で
値
段
の
安
い

の
が
何
よ
り
。
ま
た
や

っ
て
欲
し
い
、

も
っ
と
宣
伝
し
て
な
ど
反
応
は
様
ざ
ま
。

一
方
、
支
援
セ
ン
タ
ー
中
で
の
レ
モ
ン

タ
イ
ム
エ
房
に
よ
る
小
物
販
売
も
好
調
。

◎
駅
前
広
場

で
は
阿
波
踊
り

こ
の
ほ
か
駅
前
広
場
で
は
東
林
鼓
笛

隊
の
演
奏
、
阿
波
踊
り
の
演
舞
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
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小松菜も買つたし、後は何を…。
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東 林 ′ζ、 く し (2)

東
林
間
に
お
住
ま
い
の
Ｂ
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
機
会
が
減
り
体
力
と
気
力
の
低
下
を
感
じ
、
家
事
を
手
伝

っ

て
も
ら
っ
た
り
、
り
八
ビ
リ
や
交
流
が
出
来
る
と
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
で
何
か
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ふ

と
相
南
に
住
む
友
人
の
Ａ
さ
ん
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
で
色
々
教
え
て
も
ら
っ
た
と
言
っ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
、
場
所
を
聞
き
早
速
行

っ
て
み
ま
し
た
。

申
請
者
の
か
か
り
つ
け
の
医
師
が
心
身

の
状
況
に
つ
い
て
の
意
見
書

（主
治
医

意
見
書
）
を
作
成
し
ま
す
。

そ
れ
ら
を
基
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に

よ
る
１
次
判
定
及
び
介
護
認
定
審
査
会

に
よ
る
２
次
判
定
を
経
て
、
申
請
か
ら

原
則
３０
日
程
度
で
相
模
原
市
が

「要
介

護
度
」
を
決
定
し
ま
す
。

郵
送
で
要
介
護
度
が
手
元
に
届
い
た

後
は
、
自
分
が

「ど
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
使
う
か
」
「ど
の
様
な
事
業
所

を
選
ぶ
か
」
な
ど
に
つ
い
て
自
身
の
担

当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

ど
こ
に
行
っ
た
ら
手
続
き
で
き
る
の
？

「
要
介
護
認
定
の
申
請
」
は
お
近
く

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
南
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
え
ま
す
。

介
護
度
が
出
た
後
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
と
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
手
続

き
は

「要
介
護
１
」
以
上
の
方
は
居
宅

介
護
支
援
事
業
者

（ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

事
業
者
）
、
「
要
支
援
―
・２
」
の
方
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
え
、
そ

こ
で
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
探
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「要
介
護
１
」
以
上
の
方
で
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
探
し
が
難
し
い
場
合

は
、
ま
ず
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

使
え
る
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
様
な
も
の
が

あ
る
の
？

自
宅
で
受
け
ら
れ
る
家
事
援
助
や
施

設
に
通

っ
た
り
泊
ま

っ
た
り
す
る
も

の
、
福
祉
用
具
を
借
り
た
り
買

っ
た
り

す
る
も
の
な
ど
、
２５
種
類
以
上
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
に
Ｂ
さ
ん
が
希
望
し

て
い
た
家
事
援
助
を
行
う

「訪
問
介
護

（
ヘ
ル
パ
ー
）
」
や
、
施
設
に
通

っ
て
リ

八
ビ
リ
を
行
う
「通
所
介
護
（デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）」
一通
所
り
八
ビ
リ
」
、
歩
行
器

や
介
護
用
ベ
ッ
ド
な
ど
を
借
り
る

「福

祉
用
具
貸
与
」
、
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
な

ど
を
購
入
す
る
「特
定
福
祉
用
具
販
売
」

が
あ
り
ま
す
。

他
に
も
様
々
な
状
況
の
支
援
に
適
し

た
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

の
サ
ー
ビ
ス
に
要
介
護
度
こ
と
の
時
間

や
回
数
の
上
限
、
独
居
や
同
居
な
ど
と

い
っ
た
環
境
に
よ
る
利
用
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

相
談
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や

内
容
を
決
め
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

一自
立

が
出
て
し
ま
う
と
何
も
使
え

な
い
の
？

申
請
の
結
果
、
要
介
護
度
が
付
か
ず

「非
該
当

（自
立
）」
と
な

っ
た
場
合
は

原
則
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
が
、
市
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
他
、
生
活
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
地

域
団
体
の
支
援
な
ど
が
状
況
に
応
じ
て

利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

諸
々
含
め
気
に
な
る
事
が
あ
る
場
合

は
、
気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ヘ
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

一《地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
先
》
　

　

一

一●
東
林
第
１
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
一

一　
上
鶴
間
の

一
部
、
東
林
間
―
～
５
丁
目
　
一

一

（０
４
２
１
７
４
０
１
７
７
０
８
）
　

　

一

一●
東
林
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
一

一　
東
林
間
６
～
８
丁
目
、
相
南
、
松
が
枝
町
一

一

（０
４
２
１
７
０
５
１
８
２
７
８
）
　

　

一

↑相模原市の介護保険証です。介護保険サービス利用の有無によらず65歳以

上の市民全員に市から送付されます。介護認定の申請の際にこ持参ください。
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に
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，
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介
護
保
険
証
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
皆
そ

の
ま
ま
使
え
る
の
？

結
論
か
ら
お
伝
え
す
る
と
、
使
え
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
、
「要
介
護
認
定
の
申
請
」

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
は
原

則
６５
歳
以
上
の
方
が
行
え
ま
す
。
４０
歳

以
上
６４
歳
以
下
で

「特
定
疾
病
」
に
該

当
す
る
場
合
も
行
え
ま
す
。

申
請
後
は
相
模
原
市
の
職
員
な
ど
の

訪
間
に
よ
る
間
き
取
り
調
査

（認
定
調

査
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

同
時
に
相
模
原
市
か
ら
の
依
頼
で
、

地域包括支援センター ¬

●・

rlslo



(3) 東 林 ふ く し

民
館
に
お
い
て
「ヤ
ン
グ
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室
」

（東
林
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
）
が
４
時
間
に
渡
り

開
催
。
減
災
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
し
訓
練
体
験
し
ま
し
た
。

講
師
陣
に
は
、
相
模
原
市

赤
十
字
奉
仕
団
、
神
奈
川
県

山
岳
赤
十
字
奉
仕
団
や
地
域

の
市
消
防
本
部
南
区
消
防

署

・
東
林
分
署
、
そ
し
て
東

林
男
性
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
、
青
少
年
指
導
委
員
の
協

力
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
さ
れ
た
方
々

は
中
学
生

（東
林
中
、
上
鶴

間
中
、
新
町
中
）
を
中
心
に

Ｂ
人
。
赤
十
字
奉
仕
団
委
員

長
の
野
村
氏
の

「減
災
セ
ミ

杭
の
代
わ
り
に
”机
の
脚
“
を
利
用
し
て
の

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
訓
練

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
で
は
電
極
パ
ッ
ド

を
貼
付
け
る
時
、
女
性
の
場
合
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
周
囲
ガ
ー
ド
依

頼
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ま
た
□
―
プ
ワ
ー
ク
は
、
見
学
し
て

い
て
も
自
分
で
実
行
し
て
も
な
か
な
か

難
し
く
２
、
３
回
ト
ラ
イ
し
て
も
思
う

様
に
結
べ
な
い
方
が
多
く
い
ま
し
た
。

「頭
で
は
理
解
で
き
て
も
体
験
し
て
は

じ
め
て
自
分
の
も
の
に
な
る
ん
で
す

ね
。
災
害
時
に
は
訓
練
で
学
ん
だ
知
識

を
生
か
し
て
地
域
住
民
の
方
々
の
力
に

な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

平
日
、
日
中
時
の
防
災

・
減
災
は
、

若
手
で
あ
る
中
学
生
の
活
躍
が
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（文
＝
鈴
木
貞

一　

写
真
＝
長
岡
）

「ヤング防災ボランティア体験教室」開催

■― ●

電
組
尋

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て

東

林

地

区

社

会

福

祉

協

議

会

視

察

研

修

７
月
１５
日
東
林
地
区
に
隣
接
し
て
い

る
２
施
設
を
訪
ね
ま
し
た
。
午
前
中
に

座
間
市
小
松
原
の
障
害
者
総
合
福
祉
施

設
ア
ガ
ペ
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

多
機
能
型
作
業
所
で
は
利
用
者
の
作

業
の
様
子
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
ペ
ン
の
組
み
立
て
を
数
人
の
人

た
ち
が

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
作
業

工
程
に
て
分
業
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
自
主
製
品
制
作
と
し
て
キ
ャ
ン
ド

ル

・
紙
漉
き
商
品
制
作
販
売
を
行

っ
て

お
り
、
製
作
工
程
を
利
用
者
の
方
が
説

明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

い
て
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
障
害
者
支
援
施
設
ア
ガ
ペ
壱
番
館
で

す
。
定
員
刀
名
で
、
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
方
の
生
活
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

見
学

の
最
後

に
レ

ス
ト

ラ
ン

「
力

レ
ー
キ

ツ
チ
ン
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
で
昼
食
を

続 讐〒‐=‐―
―― ―

利用者の方 (写真中央)が製作工程を
図で説明してくださつた

参
加
者
全
員
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

こ
は
外
部
か
ら
の
利
用
を
想
定
し
た

つ

く
り
に
な

っ
て
い
て
、
通
り
に
面
し
た

入
口
か
ら
入
り
や
す
い
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
も
就

労
支
援
の

一
部
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ア
ガ
ペ
セ
ン
タ
ー
で
利
用
者
支
援
に

あ
た
る
職
員
は
利
用
者
の
人
権
に
配
慮

し
た
１０
の
約
束
を
明
記
し
た
カ
ー
ド
を

携
行
し
て
い
る
こ
と
に
強
く
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

午
後
は
、
相
模
原
市
南
台
４
丁
目
市

営
団
地
―
階
に
あ
る
南
障
害
者
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

「み
な
み
風
」
を
訪

ね
ま
し
た
。

こ
こ
は
建
物
に
入

っ
て
す
ぐ
に
広
い

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
印
象
的
で
談
話
室

や
パ

ソ
ヨ
ン
コ
ー
ナ
ー
が
備
え
ら
れ
、

ウ

ッ
ド
デ

ッ
キ
は
く

つ
ろ
げ
る
し
つ
ら

え
に
な

っ
て
い
ま
す
。
他
に
は
キ

ツ
チ

ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
多
目
的
室
、

相
談
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は

（通
常
化
の

意
）
障
害
者
な
ど
が
地
域
で
普
通
の
生
活
を

営
む
こ
と
を
当
然
と
す
る
福
祉
の
基
本
的
考

え
。
ま
た
、
そ
れ
に
基
づ
く
運
動
や
施
策
。

１
９
６
０
年
代
に
北
欧
か
ら
始
ま
る
。

（文
＝
阿
部
　
写
真
＝
長
岡
）

。ダ

令和 4年 10月発行

● ●

連
日
猛
暑
の
中
、
８
月
田
日
、
東
林
公

ナ
ー
」
を
受
講
後
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
実
技
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
、
①
□
―
プ
ワ
ー
ク
②
初

期
消
火
訓
練
③
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
④
震

度
体
験
車
で
の
訓
練
⑤
ツ
ナ
缶
詰
を
利

用
し
た
ラ
ン
タ
ン
や
加
熱
器
、
レ
ジ
袋

と
タ
オ
ル
を
使
っ
た
オ
ム
ツ
作
り
を
見

学
学
習
⑥
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
と
□
―
プ
を

使
っ
て
テ
ン
ト
を
組
立
ま
し
た
。

・ノ

■●



(4)東 林 ふ く t令和 4年 10月 発行

´
生
照
で

ヾ
′
´
，
く

″
，

共
同
募
金
は
、
地
域
の
福
祉

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
住

民
団
体
や
民
間
事
業
者
の
福
祉

活
動
に
対
し
て
、
市
民
や
企
業

の
皆
様
に
こ
賛
同
い
た
だ
き
、

こ
支
援
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

今
年
も
１０
月
１
日
か
ら
翌
年

３
月
末
日
ま
で
全
国

一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
東
林
地
区
で
も

１０
月
３
日
午
前
１０
時
か
ら
砲
時

ま

で
、
東
林
間
駅
と
イ
ト
ー

∃
―
カ
ド
ー
入
口
前
で
実
施
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
こ
支
援
、
こ

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

司

入

ｒ
Ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
・
　
　
　
　

ン

絵てがみ 北山 稔

一
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」
で
親
し
ま

れ
た

『バ
ザ
ー
』
。

民
生
委
員
の
こ
尽

力
で
大
人
気
の
イ

ベ
ン
ト
に
育
て
て

も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
は

「ふ
く
し

ま
つ
り
」
で
の
再

出
発
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
と
公
民
館
のり | し

改
修
工
事
の
影
響
も
あ
る
中
、
全
員
で

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
新
企
画
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
民
館
―
階
の
半
分
の
ス
ペ
ー
ス
で

の
展
開
の
た
め
、
婦
人

・
紳
士
衣
料
は

お
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
が
、
福
祉
に
相

応
し
い
提
供
品
の
展
開
を
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
今
回
は
、
地
域
の
方
に
も
広

く
知

っ
て
も
ら
い
、
参
加
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
自
治
会
、
地
元
企
業
、
商
店

に
も
お
声
か
け
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
は
ひ
と
味
違

っ
た

提
供
品
も
加
わ
っ
た
バ
ザ
ー
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

今
回
は
値
付
け

・会
場
設
営

・
販
売

・

精
算
ま
で
の
全
て
を
、
ノ
ウ
八
ウ
を

持

っ
た
企
業
に
依
頼
し
ま
す
。
こ
の
販

売
体
制
の
中
に
は
学
校
を
通
じ
て
、
小

学
生
の
販
売
体
験
の
導
入
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

入
場
整
理
券
の
事
前
配
布
な
ど
の
実

施
で

「密
」
を
避
け
る
な
ど
、
安
全

・

衛
生
両
面
か
ら
の
対
策
も
し
っ
か
り
と

行
い
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

「バ
ザ
ー
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

（文
＝
根
岸
バ
ザ
ー
委
員
長
）

ひ

と

こ
と

東
林
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

地
域
福
祉
支
援
員
に
４
月
か
ら
配

属
さ
れ
ま
し
た
、
鈴
木
と
申
し
ま

す
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
相
模
原

市
で
す
の
で
、
な
じ
み
の
あ
る
東
林

地
区
の
社
会
福
祉
活
動
に
携
わ
れ

る
こ
と
を
嬉
し
く
思

っ
て
お
り
ま

す
。
東
林
地
区
は
地
域
の
活
動
が
活

発
な
の
で
覚
え
る
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
日
々
学
び
な
が
ら

頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
良
い
東
林
地
区
に
す
る
為
に
、

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　

（鈴
木
）

一昨年の様子

共同募金運動
推進始まります

Oι
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０
』が

´臓脚
"

■
一

薔

●
弩
濾

―

●
■
´
一ぶ

鱗
紅奮〓』轟
替饉

，

．

●
「

~

“



(1) 東 林 公 民 館 報 令和4年 10月 1日

第 222号
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oO崚

公
民
館
の
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

参
加
者
２４
名
が
、
ボ

ッ
チ
ャ
の
競

技
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
説
明
と
簡

単
な
練
習

の
後
、
３
名

一
組

の

チ
ー
ム
を
組
ん
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。

は
じ
め
の
う
ち
は
ボ
ー
ル
の
扱
い

方
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
練
習
す
る
ご
と
に
参
加

者
の
腕
が
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
親
し
み
や

す
い
競
技
で
す
が
、
い
か
に
ゲ
ー

ム
を
展
開
さ
せ
る
か
考
え
は
じ
め

る
と
何
回
ト
ラ
イ
し
て
も
飽
き
な

い
奥
深
さ
が
あ
り
ま
す
。
後
半
に

は
ち
ょ
っ
と
頭
脳
戦
も
み
ら
れ
て

今
後
が
楽
し
み
な
講
習
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（山
）

饉

ジャックボールをねらって

驚

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
ボ
ツ
チ
ャ
は
重
度
脳
性
ま

ひ
者
も
し
く
は
同
程
度
の
四
肢
重
度
機
能
障
が
い
者
の

た
め
に
考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
パ
ラ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の

正
式
種
目
で
す
。

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル

（目
標
球
）
と
呼
ば
れ
る
白
い
ボ
ー

ル
に
赤
、
青
の
そ
れ
ぞ
れ
６
球
ず
つ
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
た

り
転
が
し
た
り
他
の
ボ
ー
ル
に
当
て
た
り
し
て
、
い
か
に

近
づ
け
る
か
を
競
い
ま
す
。

老
若
男
女
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
人

が

一
緒
に
競
い
合
え
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

（日
本
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
の
資
料
か
ら
参
照
）

どちらが近いかな'き
つちり測ります1

I

▲コD
●

●
■
１

次
回
請
習
会
の
予
定

開
催
日

¨

令
和
５
年
２
月
１１
日

⌒土
）

時
　
間

¨

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

△ム
　　
伯場″
¨

東
林
公
民
館
　
ホ
ー
ル

※
申
込
み
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
公
民
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
地
域
情
報
紙
を

ご
覧
く
だ
さ
い

。7

令和4年度の「館報とうりん」は年4回 (7月 1日、10月 1日、12月 15日、3月 28日 )の発行を予定しています。
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令和 4年 10月 lΠ 東 林 公 民 館 報 (2)

化 里 文 化 探 訪  (第 2回 )公民館ホール6月25日 (土 )

商iァフリカとモザンビータロ‐~  アフリカ大陸にあって日本からとても遠い国  
‐́

“巡つてみませんか''

講
師
に
海
外
で
の
駐
在
経
験
が

あ
る
古
木
進

一氏
を
迎
え
て
、
三
年

前
の
バ
ー
レ
ー
ン
に
続
く
二
回
目

の
異
文
化
探
訪
講
座
を
参
加
者
４０

名
で
開
催
し
ま
し
た
。

や

っ
ぱ
り
日
本
が

一
番
住
み
良
い
国
で
し
た

欧
州
列
強
に
よ
る
植
民
地
化
さ

れ
た
ア
フ
リ
カ
は
独
立
し
て
か
ら

も
人
種
差
別
や
貧
富
の
差
な
ど
多

く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

英
国
か
ら
独
立
し
た
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
は
経
済
大
国
だ
が
、
準

年
に
渡
る
人
種
隔
離
政
策
廃
止
後

で
も
差
別
は
根
強
く
、
治
安
も
安

定
し
ま
せ
ん
。
一
方
、
隣
国
の
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
共
和
国
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

か
ら
独
立
し
、
公
用
語
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
で
す
。
経
済
は
世
界
の
中

で
も
厳
し
い
国
の
一
つ
で
す
。

な
ん
と
日
本
に
最
初
に
渡
航
し

た
ア
フ
リ
カ
人
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

か
ら
で
し
た
。
（天
正
９
年

弥
助
）

知
っ
て
い
る
様
で
知
ら
な
い
ア
フ

リ
カ
大
陸
に
あ
る
、「南
ア
フ
リ
カ
」、

そ
し
て
そ
の
隣
国

「モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
」
の
歴
史
や
生
活
の
様
子
な
ど

実
体
験
に
基
づ
い
た
話
に
皆
、
興

味
津
々
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。（山

）

と
う
り
ん
女
性
学
級
が
９
月

３
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

準
備
委
員
に
は
、
昨
年
度
開

催
し
た
女
性
講
座
の
参
加
者
も

お
り
、
準
備
委
員
会
を
重
ね
、
開

催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
全
８
回
。
よ
り
楽

し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
に
と
、
文
学
や
健
康
、
音

楽
、
園
芸
、
料
理
と
い
っ
た
様
々

な
分
野
を
楽
し
く
学
べ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
ｏ
　
　
ｌ
回
目
は
ヨ
ガ

心
も
体
も
リ
フ
レ
ツ
シ
ユ

３
年
ぶ
り
に
東
林
高
齢
者
学

級
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
定
員

麟
ぶ
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し
ぶ
り
の
開
級
に
笑
顔

と
う
り
ん

女
性
学
級

o2
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東 林 公 民 館

十
^≡
==目F5

―
ロ

崖

等
、
以
前
同
様
と
は
い
か
な
い
も

の
の
感
染
予
防
対
策
を
取
り
な

が
ら
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

学
級
生
は
、
は
じ
め
て
の
参
加

者
や
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

方
等
、
３６
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
全
８
回
。
健
康
体

操
や
体
カ
ア
ッ
プ
、
健
康
講
話
、

ボ
ッ
チ
ャ
、
文
学
、
折
り
紙
な
ど
、

様
々
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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(3) 東 林 公 民 館 報 令和 4年 10月 1日

化
ヨ
=日■

相
続
と
争
続
の
は
な
し
８
易
日０

午
前
１０
時
、
ホ
ー
ル
に
は

「是
非

話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
、
ご
夫
婦

で
の
参
加
者
を
含
む
２６
名
の
参
加

者
が
集
い
ま
し
た
。

講
師
は
、
岡
本
幸
恵
氏

（明
治

安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
派

遣
）
を
迎
え
、
わ
か
り
や
す
い
資
料

を
見
な
が
ら
、
ふ
た
つ
の
そ
う
ぞ

く
つ
ま
り

「相
続
と
争
続
」
の
説
明

を
受
け
、
“
相
続

”
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
話
か
ら
、
“
争
続

”
に
な
ら

な
い
た
め
の
留
意
点
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
く
為

く
ぬ
ぎ
台
小
学
校
体
育
館
で
参

加
者
２５
名
。
沢
山
の
応
募
が
あ
り

抽
選
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方

が
説
明
さ
れ
、
皆
さ
ん
真
剣
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
（柴
）

請
習
会
７
月
２
日
土

猛
暑
の
中
、
風
通
し
を
よ
く
す

る
工
夫
や
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

と
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
元
気
に
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
参
加
者
が
過
半
数

を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
ル
ー
ル
説

明
や
基
本
の
打
ち
方
な
ど
、
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
、
後

半
の
試
合
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（山
）

９
名
の
子
ど
も
た
ち
が
公
民
館

青
少
年
部
員
に
教
わ
り
、
夏
の
風

物
詩

の
七
夕
飾
り
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
苦
戦
し
な
が
ら

も
思
い
思
い
に
飾
り
を
作
り
上
げ

て
い
き
、
今
年
も
公
民
館
の
ロ
ビ
ー

ヘ
彩
り
華
や
か
に
飾
り

つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
「難
し
い
飾
り
が
で
き
、
達
成

感
が
あ

っ
て
楽
し
か

っ
た
」
「家
で

も
作

っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど

の
感
想
も
間
か
れ
、
楽
し
く
取
り

組
め
た
様
子
で
し
た
。

短
冊
に
願
い
を
込
め
て
、
地
域
の

方
々
に
も
飾
っ
て
い
た
だ
き
、
賑
や

か
な
七
夕
飾
り
と
な
り
ま
し
た
。

共催〉

７
月
３１
日
個

颯
峰
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン

で
′／
７

鰈簿・・・・‘一藉
絣
．

夏
休
み
の
暑

い

一
日
、
２０
名

の

子
ど
も
た
ち
は
、
宮

ヶ
瀬
ダ
ム

・

オ
ギ
ノ
パ
ン
の
工
場

へ
見
学
に
行

き
ま
し
た
。

パ
ン
エ
場
で
は
、
内
部
を
見
学
し

な
が
ら
製
造
工
程
の
説
明
を
聴
き
ま

し
た
。
見
学
後
に
は
、
家
族

へ
の
お

土
産
を
楽
し
そ
う
に
選
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

県
立
あ
い
か
わ
公
園
で
昼
食
休
憩
を

取
り
、
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
ヘ
。
放
流
見
学

の
後
、
ダ
ム
建
設
の
経
過
な
ど
の
お

話
を
聴
き
ま
し
た
。
放
流
で
は
、
大

迫
力
の
水
の
多
さ
に
暑
さ
も
吹
き
飛

び
、
涼
し
さ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
短
い
時
間
で

し
た
が
、
見
学
を
通
し
て
、
夏
の

楽
し
い
思
い
出
の

一
日
と
な

っ
た

様
で
し
た
。

公
民
館
の
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
事
前
配
布
の
入
場
整

理
券
も
短
期
間
で
な
く
な
る
と
い

う
盛
況
で
し
た
。

恒
例
の
全
員
合
唱
は
、
時
節
柄
、

心
の
中
で
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は

皆
で
マ
ス
ク
な
し
で
大
き
な
声
で

歌
い
た
い
も
の
で
す
。

（山
）

ダム下からインクラインに乗つて 11

６
月
１９
日
０
一

難●蟻●難0
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● 0饉 0警 (●

Ｆ
・ぃ
´
電

東林公民館のホームページ
ニ次元バーコード

D9
饉

文

座

＾ヽ

1窯・　

・
　

一
●

一

●
●
■

=爆

・』

●
離
一，

』

一′
　

一Ｉ
誌
護

「
・一・・一・・一藝
一〓
一

´●

菫

円
「
「

一「
輻
欄厠

●
=

.|.:,



令和 4年 10月 1日 (4)

●版画教室
開催日

時 間
申込み

定 員
参加費

11月 1]日 ・18日 ・25日【全3回各金曜日】
午後 1時 30分～午後 3時 30分
10月 12日 (水 )～ 29日 (土 )
※10月 24日 (月 )を除く
各回 16名 .

500円

●料理講座
開催日

時 間
申込み

11月 29日 (火 )・ 12月 1日 (本 )
午前 9時 30分～午後 1時 30分
10月 12日 (水)～ 11月 8日 (火 )
※10月 24日 (月 )を除く

定 員
参加費

各国 16名
300円

●ファミリーバトミントン講習会 ●軟式野球大会
開催日

時 間
会 場
申込み

定 員
持ち物

11月 5日 (土 )
午前 9日寺30分～ 11日寺30分
くぬぎ台小学校 体育館
10月 12日 (水 )～ 29日 (土 )
※10月 24日 (月 )を除く
30名
体育館シューズ、飲み物、タオル

開催日

会 場

申込み

定 員

11月 12日 (土 )・ 13日 (日 )
深堀中央公園スポーツ広場

10月 12日 (水 )～ 27日 (木 )
※10月 24日 (月 )を除く
10チーム

①
苺

参加費 i3000円 (1チーム)※代表者会議の時に徴収
※代表者会議 11月 6日 (日 )午後 5時 30分～

東林公民館では「公民館ホームページ」

「案内チラシ」「回覧東林情報」などでも

公民館の情報を発信しています。併せて

ご覧ください。

なお、詳細については公民館へお問い合

わせください。(休館日は毎月第4月曜日)

※開催日・開催内容等につきましては、

やむを得ず、変更する場合もあります。
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●絵本がたくさん増えました

市立図書館こども資料室から、Fねずみくん』『つんつくせんせい』など、

絵本を43冊譲り受けました。ぜひこ利用ください。

●しおり等、私物をはさんだままの返却にこ注意ください
しおりや私物 (カー ドや診察券等)をはさんだままの返却が増えています。本を返却する際にはこ注意ください。
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東林公民館では、広報部員を募集しています

東 林 公 民 館 報

図書 室 だよ り
r―、
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※公民館体館日には返却ポストも使えません

【開室時間】午前 10時～午後 5時
※開室直後や閉室間際は混雑しますので、こ注意くださしヽ
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い 東 林 公 民 館

※新型コロ十ウイ′Lス感染症の影響で中止こなる場合があ‖春す。

東 林 ふ く し ま つ り 実行委員会

間合せ :東林地区社会福祉協議会 (東林まちづくリセンター内)

0705-3315 Fax744-5194(平 日9:00～ 17:00)
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今年勝ミニ版で

開催するよ。
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会員団体による体験や活動紹介コー十一

車いすの操作や乗り心地の体験コーナー

1日に摂りたい野菜の目安量「3509」つてどのくらい?
地域包括支援センターによる、介護、健康、福社の相談コーナー。

ちよつとしたお困りごとなど相談できます !お気軽にどうぞ。

東林地区社会福祉協議会の会員による各団体活動 PRコーナー
(健康づ<り普及員協議会、くぬぎこども食堂、1+邑④ばり学校(予0)

○活動 PRコーナー

○車いす体験
○おやさい350
0相談コーナー

掴祉バザ
同時間催 r

―
詳しく惨裏面に

麗″ニ
マスク着用 咳エテケット 手洗い  書接回避

コロ十感染拡大対策にご協力ください
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::日 5日 (土 ) 東林公民館 I階 ホー′L:
午前 10時～14時販売終了

※′ヽtザー会場企入場す二医は、必ず整理券量産≡こなります。
※入場時間の 20分前から、ふくしまつιl会場

ロロ■

日、r入場するここができます。

鮨けヽ

Sale

″ 0時台の入場(整理券①～③)90枚
:時台の入場(整理券④～⑥)90枚
2時台の入場(整理券①～⑨)90枚
13時台の入場(整理券⑩～⑫)90枚  合計 360枚
※生昼11勉2壁 20分間です。

配市場所 :東林公民館 第 1駐車場真で配布
希望寸ろ入場時間帯の配布列にお並びください。
※近隣の迷惑になるので、駐車場解錠前に行列を作るここは

ご遠慮ください。

※車でのご来場|きできませた。徒歩・自転車であ越しください。
※新型コロ十ウイ′Lス感染症の影響で中止こなる場合があ‖ます。

※東林地区の福祉バザーでは、提供品の請問収集勝おこなってお‖きせん。

東林ふくしまつり実行委員会
東林地区社会福祉協議会 (東林まちづくリセンター内)
8042-705-3315(平 日9:00～ 17:00)
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整理券配布 :午前 9時 30分～なくな‖次第終了
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東林地区自治会員の皆様ヘ
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ご辟蟄歯贖
バザー品のご提供のお願い

′ ｀ヽ ゝ

●●

■●

■●

sale

おもちゃ、福祉品 (ベビーカー、杖 など)、 こども衣料、日用品 など

匡コ

□ □

●日 時 :11月 1日 (火)・ 2日 (水)・ 3日 (木・祝)
午前 10:OO～ 午後4:00

●受付場所:東林公民館 1階 禾□室にて
※東林地区の福祉バザーでは、提供品の訪間収集はおこなつておりません。

*以下に類する提供品はお受け致しかねますので、ご理解とご協力をお願いします。

糞
食品類・刃物類・ゴルフクラブ・額縁・破損/シミ/汚れのあるもの。大型家具 。

大型家電・動作確認のできない家電・成人衣料 。使用済み食器
洗濯/クリーニングのされていない ことも衣料

ヽ===つ

… … … … … ヽ

ヽ

□ 、<しまつり&福祉バザー
開 催 日 :11月 5日 (上)9時 40分～ (9時30分より整理券配布)
開催場所 :東林公民館   ※福祉バザーは10時からです。
※新型コロすウイルス感染拡大の状況により中止となる場合があります。

ノ

東林地区社会福祉協議会(東林まちづ<リセンター内)
8705-3315 Fax744-5194(平 日9100～ 17:00)
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*ご提供品の売り上げは、東林地区の福祉活動に役立たせていただきます。
,
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参加費
無料

締め切り
10月31日 (月 )
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エ ク サ サ イ ズ
懐メロに合わせ、椅子に座って行うリズム体操です
初めての方も、安′むしてご参加いただけます

今和4年 11月 18日 (金 )
午前10時 00分～1 1時 30分

(受付開始 9時 30分 )

東林公民館 1階 多目的ホール
チェアエクササイズ インストラクター 新丼 恵 先生

東林第 2地区にお住まいの 65歳以上の方で
医師から運動制限の指示のない方

定員(25名)を超えた場合は、抽選となります
抽選結果は、発送でお知らせいたします

地区外にお住まいの方もお申込みいただけますが、
抽選時は、東林第2地区の方を優先させていただきます

お電話またはご来所にて10月 31日までにお申込み<ださい

お申込み。お問い合わせ

口呵

CC

東林第 2地域包括支援センター
(担当地域 :東林間6～8丁目、相南、松が枝町)

21042‐ 705日 8278
相模原市南区相南1-7-17
予約受付 平日 午前 9時～午後 5時

この事業は相模原市の委託を受けて実施しています
0子

ヽ

θ

9

目

回

I ※ 天候や新型コロすウイルス感染症の影響等により中止となる場合があります



発 行
相棋原南警察暑
東林間交番
8740-0110東林間交番だより

鰺うだ驚暮れな懸ヽで l脩纏鞣鵞
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息子や孫を襲ってのオレオレ詐欺に注麟 !

犯人は息子や孫を装って、最初は
「風邪をひいて、喉の調子が悪い。」
「今日、家にいる?後で連絡する。」

などと会話の内容が不自然と思われないように話し、さらに、
「携帯電籠を無くした。」

と言つて、携帯電話が使えなくなったと思い込ませ、ご家族に

連絡させないようにして再度
: 「電車の中にカバンを忘れた。会社の大切な契約書が
入つている。」
' 「会社の大切な書類を間違つて送ってしまった。」
などと言い、至急現金が必要であることを持ちかけてきます。

' その声、本当に息子さんやお孫さんです
か?

現金を要求する電話があった際には、必ず、以重全ら盤握
しているご 族の電話番号 : 確 認しまL上う !

などと言い、駅やコンビニエンスストアに設置の無人ATMに誘
1導し、操作させ、犯人の口座に預貯金を振り込ませる還付金

詐欺が発生しています。
・  「医療費や保険料は、ATMでは戻りません i」
県警察では、還付金詐欺の被害防止対策として、
ATMでの携帯電話の通話はしない、させなもヽ

1取組を推進しています。
特殊詐欺は、誰しもが被害に遭う可能性がある犯罪である
という認識を持ち、社会全体で声を掛け合うことが大切です。

駅やコンビニエンスストア、笙m“α震
"国
豊孟【霊譴置Lエ

墜盗菫劃鐙の2島饉」駐か11上Lお窟」螢」Lと1」壼OE醜凰菫」Ll童E
鵬赳園壼証目目魔[全

=g≧
」圏ヨL島1ユ願いL室:LL

被書に遭わない対策として、暗証番号は絶対に他人に緞え
・ない !

‐ 固定電話は常時留守番電話に設定しましょう。
1 常時留守番電話に設定できないご家庭は迷惑電話防止機
1能を有する機器の設置をご検討ください。

犯人は録音されることを嫌いますので効果的です。

毎鐸9月 20闘から26圏 機、「動物難離週閥』
動物虐待は、愛護動物を殺傷、虐待、遺葉する行為 1

『殺傷」は、大や猶などの愛護動物を殺したり傷つけたり

する行為

「虐待』は、暴行を加える、餌をあげない、不衛生

な場所で飼育するなどの行為
「遺業」は、置き去りにして生命や身体を危険にさ

の霊鶏`ます。ポ 郡 肝
愛護動物を傷つけたり、不衛生な場所で飼育したり

案をしたりする とは犯罪です。

交讐 "轍叡瞬鍛巡圃連絡 :竜ご鶴力警 JLHミ |

皆さんの要望・意見をお開かせくださυTア
~▼

i

「巡回連絡」とは、交番や駐在所の警察官が皆 i

さんのご家庭や会社等を訪間して、犯罪や交通事 ,

散の発生状漁 狙服等の予防iを必要な情報を提供 |

するほか、皆さんか 警ヽ察に対する要望・意見な |

ぉ伺いして、安全で安心して響_らせるまち。
‐〕くり

'
:こ生かすための活動です。           |

|

‐|

豪構間交番寧件簿
8月中の発生状況
18臓 25日現在、暫定値I
・盆然わιlせつ ,僻
。購間擦    富僻
。議込み    '件
・置引き    '鮮
・繊居催入   官件

喘細4年
1霞中騰原簡警察署
特殊許欺鶴生機汎 :轟計‖
18月 24日現在 l
特碑詐漱

「巡回連絡」で警察官が訪問した際は、お気軽
にご相談くださしヽ
「巡回連絡カード」の記入にご協力ください |
交番や駐在所の警察官が、巡回連絡で皆さんの i

ご家庭や会社等を訪問した際に「巡回連絡カード」
の記入をお願いしています。
このカードは、大きな災害が発生したときのご

家族への安否確認、迷子や高齢の方を保護した際
の連絡、事件・事故等の非常の際に、ご家族等´ヽ

の連絡を行 うために活用するものです。

秋の全国交通安全運動の実施

◎ 期間等
・ 令和4年9月 21日 (水 )から9月 30日 (金
・ 交通事故死ゼロを目指す日 9月 30日 (金 )
◎ 運動の重点
。 子供と高齢者を始めとする歩行者の安全確保
・ 夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び
飲酒運転の根絶
・ 自転車の交通ルール違守の徹底
・ 二輸車の交通事故防止

'・
,■ |■ll■■―■11・

・‐■■
=|11,■
●|■‐●■‐|■■11■ 11「■|■ i11・

交通軍故発生鮮歓       548件
(前年比 +40件 )

死者瞭   3人    (前年比 +3人 )
負傷音  035人    (前年比 +45人 )
_1■ |■11●|・‐1‐ ‐■|■

'I■

―■■ず|■1

交通事故発生件歓     33件
(前年比 +●僻)

´ ・

相綺鷹臨書豪書ホーιページ審 レス‖●S://WWW.pdiCeprJ.kmag(鮒aJP/PS/73ps/73_‖X‖h

ダ

鰈
一

還付金酢欺が増えています.
役所の職員をかたり
「医療費の払戻しがあります。」
「税金の還付があります。」

:

●|

餞



〔鸞轟響議朧機'鍵憲ま1

鸞癬霧輝 餞饉麟繭警豊麟鸞脚窺鷺事蘇撥鸞

奏通軍露発生僻聴       548件
(蘭年比 +40僻 )

死書檄    3人    (鱒年比 +3ム )
■饉書  ●35人   (前年比+45ム )
漕黙鍮轟輔畿朦蹴繭贅饗鸞隣 譲繭機動機魏聡壼畿

素通事故発生鮮韓        2● 僣
(麓年比 +4件 )

お 憾 意 が 爽 番 事 件 簿

雛籐
'‡

霧中畿難轍鸞
:轟朧鰯鱗鍮蹴鐵、議鐵醸:

●行     3件   鵬鴨損壇
自籠車査   2僻  輌諄
建遣犠偶λ  :絆  車上わらい
籠間澄    :僻   万引き

件
僻
僻
僻

，

１

，

２

鶴うだまされな慧ヽ罐
P:機攘朦籠轟 |

エー

`

特殊詐欺の被害に遭あわないために

暗証番号は絶対に教えない l

,[人からめ電F古を受けないまヽ ::すて,ため″)対策 1‐ IⅢl

固定電話を常時、留守番電話に設定し、犯人からの電

話に出ないようにすることが被害防止に効果的です。

常時留守番電話に設定できないご家庭は、呼出音が鳴

る前に、相手に対し、
「この電話は特殊詐欺などの犯罪被害防止のため、会

話内容を自動録音します。」などと告げる迷惑電話防止

機能を有する機器を設置すると、犯人が録音されること

を嫌いますので効果的です。

迷惑電薔防止機能を有する機器への変更をご検討くだ

さい。

医1療‐費や保険料はA‐■Mでは戻りません l
至急現金が必要と電話で言われたら必ず、以前から把
握しているご家族の電話番号に確認しましょう !

令和 4年
欄穣源爾警察響
特幣詐飲発生状況 〔繁計 l
18月 24日 現在】
特碑飾蠍     27僻
徹害餞藤 簡9800万円

皆さんの要望・意昇をお聞力■産ください

犯罪等

の予防に必要な情報 1ま力|、 |‐皆

21日から9月 130日
口を目指す日 9月 30日

遵守の徹底

瞳
目
鰺

ヽ

回ぶ躍路回

欄 躙 圏 [ホーぃ 嘲 醍 ス‖ヵ鷹//m湖 "肩
お切 翻 ル/ps/7摯/7撤肺

理蓼霧
゛

`

:|

くりた生かすための活動です
`「巡回連絡」で警察官が訪間

お気軽にご相談くださ|、  j

カ ドの
1記
入にご協力をお願υヽしま

「巡回連絡カード」の. 
記入にご協力ください

交番や駐在所の警察官が、巡回連絡で

皆さんのご家庭や会社等を訪閥した際に
「巡回連絡カード」の記入をお願いして
います。
このカードは、大きな災書が発生した

ときでヽご家族へ傘安否確認、沐手や高酷
の方を保護 t・た際の連絡、事件 "事故等
の非常の際に、ご家族等への連絡を行う
ため:こ活離するものです: .
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毎年 9月 20日 から2
として様々

鶏、一い と、あひるの

で、.・ 哺乳類、鳥類又は爬虫類に属するものとされて

6日は、 ま動蜘 間」
‐
1

関する取組が全国的に行わ :

山羊、大、猫、いえうさぎ、1

ほか人が古有している動物 :

「虐待」「遺棄」するこ
りt不衛生な場所で鯛育
ことは犯罪です∫
していける社会を実現し

ります。

り、遺棄をし りする
人と動物が共に暮ら

と とする

した タ暮れ時と夜間の

酒運転の根絶
まし


